
「かえること」と「かわること」 

先日、講演依頼を受けまして、高校生の親御さんに向けて「子どもの自立」というテーマでお話をさせていた

だきました。私たちカウンセラーは色んな意味で「自立」ということを日々考えています。今回はそういうお話

をしようと思います。 

思春期や青年期の方の自立を考えるとき、やはりアイデンティティということに触れることになります。アイ

デンティティの問題を初めて言い出したのは、アメリカのエリク・H・エリクソンという心理学者です。この問

題は大雑把に言えば「自分自身が何者なのか」という問いのこたえをみつけていくことです。子どもから大人に

なる段階で「自分でも自分がよくわからなくなる」というような問題にぶつかることが非常によくあります。み

なさんのご経験はいかがでしょうか。 

 

カウンセリングルームで高校生くらいのお子さん達とお会いしていると、精神疾患とよく似た状態でいらっし

ゃる人がわりと多くあります。私が覚悟を決めて慎重になる場面です。専門医につなぐことはもちろん大切です

が、その人がその症状を通して何かを訴えていることが、これまた非常に多いのです。「見えないはずのもの」

が見えたり「聞こえないはずの声」が聞こえたりする中で、自分が何処から来て何処へ向かおうとしているのか

を命がけで伝えてくれている子から、私が何を受け取ることができるのかで、その子の人生に影響してしまうこ

とがあります。そして、不思議なことにその時期を乗り切ると病的な症状はみられなくなることがあるのです。 

 

人生の転換期ともいえる時期に「自分は何者か」という問いに自分でこたえをみつけていくことは大切なので

すが、その作業はひとりでは困難です。周囲の人たちからどのように扱われるかでその人の出す「こたえ」は変

わっていくように思います。青年期は蛹（さなぎ）に例えられることがあります。芋虫から蝶やカブトムシにな

って飛び立つには、全く動けなくなる蛹の時期があるのです。全く機能も外見も違うものに変化するには、やは

りそれだけの大変さが伴うということです。これまでの自分では通用しなくなったとき、じっとうずくまって変

化を待つしかないこともあります。この動けない蛹に悪気なく触りたくなってしまう人がいます。早く成長して

ほしかったり、格好良く形を整えてあげたくなったりして手をかけたくなるのです。余計なことをしたくなるの

はカウンセラーも同じです。だから「自立」ということを日々考えなくてはならないのです。 

 

自立という字は「みずから立つ」と書きますね。自分の意志で立つことが望ましいといわれるのですが、別の

読み方で「おのずから立つ」ということもあります。東洋的な考え、禅の思想です。自分の意志でもどうにもな

らない、いわば「命としての働き」のようなものもあるのではないかと私は考えることがあります。 

おたまじゃくしとカエルとは全く別の生き物のようにも見えますが、「おのずから」そうなるようにできてい

ます。おたまじゃくしに、もし意志があってなまずになりたいと強く願っても、やはりカエルになってしまいま

す。「みずから」という意志は、「おのずから」という、もっと深いところからの働きの上に成り立っているのか

もしれません。蛹が脱皮を遂げるのも、「おのずから」その準備が整ったときです。人間は「みずから」の意志

で変えられることが多いので、つい変化できないことに不安を感じたり苛立ったりしてしまいますが、「おのず

から」良い方向に変化しようとする働きに気づくことで意外と楽になれたりもします。みずからかえるのか、お

のずからかわるのか。その狭間で人は生きています。 

 

 



終わらない脱皮 

 アイデンティティということを研究したエリク・H・エリクソンは彼自身の生い立ちから「自分が何者なのか」

という問題に深く悩んだ人です。Homburger という養父の苗字を残しつつも、自分でエリク（Erik）の息子（son）

という意味のエリクソン（Erikson）を名乗っているわけです。彼の提唱するアイデンティティの理論は大変奥

深く難しいものです。青年期に限らず、一生を通して向き合う課題であるといえます。私自身も、相談にいらし

てくださる方々の前に立つためには、自分自身のアイデンティティの問題にきちんと向かい合っていたいもので

す。 

日本人の青年期について、実は近頃３５歳くらいまで、或いはそれ以降も含めて考える向きがあります。それ

ほどに現代社会ではいくつになっても個人に変化が求められているということでしょうか。反面、法的な成人年

齢を１８歳に引き下げようというお話もありますね。社会の中でより良く生き抜いていくことを考えると、「自

立」することは、自然にするものだと考えてばかりはいられないのかもしれません。「みずから」や「おのずか

ら」するというよりは、相手に対して求める自己責任に「自立」ということばがよく使われているようにも思い

ます。そんな期待にもこたえようと頑張っている人と今日もお会いしてきました。私のカルテには、飛び立って

行かれた方々の沢山の抜け殻が大切にしまってあります。 


